
吉野川市教育委員会会議録  
 

招集年月日 令和６年５月１３日 
招集の場所 吉野川市役所東館３階　 会議室 
開閉会日時 開会　 令和６年５月２２日　 午前１０時 
開閉会日時 閉会　 令和６年５月２２日　 午前１０時２０分 
出席委員 教 育 長 木 屋 村 雅 信  
 委 　 員 山 口 奈 美 委 　 員 桒 原 奈 麻 美  
 委 　 員 熊 代 雄 一 郎 委 　 員 貞 野 雅 己 
 委 　 員 武 知 李 香   
出席職員 副 教 育 長 上 田 哲 也 副 教 育 長 久 保 義 博 

教 育 次 長 近 藤 秀 樹 教 育 総 務 課 長 重 清 博 文 
学 校 教 育 課 長 松 本 賢 一 学校給食センター所長 岡 田 裕 仁

 

　議案 

　(１)　令和６年度一般会計６月補正予算（教育委員会関係）について 

 

　 教育長報告 
 

　 その他 
　(１)　鴨島東中学校のあり方の検討に係る今後の取組について 
 

　 会議の経過 
　  
木屋村教育長 　ただいまから、５月の吉野川市定例教育委員会を開会いたします。 
     教育長及び委員の過半数が出席しており定足数に達しています。 

   本日の会議録署名委員に、　　委員、　　委員を指名。 

 　続いて次第３の議案にうつります。今回は１件のみでございます。 

 　それでは、議案（１）「令和６年度一般会計６月補正予算（教育委員会関係）」について事務局よ

 り説明をお願いいたします。 

  

松本学校教育課長 　資料の１ページをお開きください。 

 　下段表１０款３項中学校費として１００万円の増額補正を計上しております。 

 　これは、文部科学省委託事業として実施される「学校安全総合支援事業」を活用するものであり

 ます。 

 　その事業趣旨は、防災・安全教育の効果的な手法の開発・普及、通学時を含めた学校における児

 童生徒の安全確保体制の構築・普及、外部の専門家による指導・助言等を行うことにより、学校に

 おける安全教育・安全管理の充実を図るとともに、これらの取組を通じて得られた成果を検証し、

 今後の取組に生かしていくものである、とされています。 

 　本市では、特に「生活安全に関する安全教育の実践・研究」の一環として拠点校となる山川中学

 校での防犯カメラシステムの導入や、防犯訓練や職員研修を行うことで、危機管理マニュアルの見

 直しなどを行い、学校安全体制のさらなる充実を図って参ります。 

 　具体的な補正額についてですが、避難訓練等に係わる消耗品一式といたしまして１５万円、防犯

 カメラ設置等に係わる一般備品購入費といたしまして、８５万円を計上しております。 

 　なお、国費により１０／１０の補助率となっております。以上でございます。 

  

木屋村教育長 　ただいまの件について、ご質問・ご意見等はございませんか。 

 　それでは異議なしと認めます。本案は原案どおり承認されましたので、６月市議会へ提出するこ

 とといたします。 
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 　それでは次第４の教育長報告にうつります。教育長報告資料をご覧ください。 

 　本日２２日の定例教育委員会以前の報告につきましては、９日（木）、１０日（金）の２日に渡り

 まして、全国都市教育長協議会並びに研究大会長崎大会に私が出席して参りました。この全国都市

 教育長協議会は、全国の町・村を除く市、東京都の区が対象でありまして、合わせて８０４の市・

 区がございます。テーマは、「生きる力を育む教育の在り方」ということで、熱気漂う会でありまし

 て、私も刺激を受けて帰って参りました。今後の教育行政にしっかりと活かしていきたいと考えて

 おります。 

 　１４日（火）の「育成・評価システム」管理職面談は、各小中学校の管理職である校長・教頭の

 １年間の目標、それと具体的な方策について面談を行いました。１年をかけて、その目標と具体策

 が具現化されるように面接を行いました。 

 　それから１５日（水）から前期学校訪問が始まりまして、昨日、飯尾敷地小学校、知恵島小学校

 を終えたところでございます。この学校訪問につきましては、月末の３１日（金）牛島小学校、森

 山小学校の両学校を以て前期最後の学校訪問となりますので、参加していただける委員の皆様、よ

 ろしくお願いいたします。 

 　今後の予定につきましては、２７日（月）議会運営委員会が行われ、６月の議会日程が正式に決

 定することになります。教育委員会としても、議会にしっかりと臨みたいと考えております。 

 　２８日（火）以降、３日間に渡って、学校長ヒアリングが行われます。これは、県教委の教職員

 課が来庁されまして、管理主事と学校長が人事を含めた学校運営、今後の見通し等についてヒアリ

 ングを行う、というものでございます。私からは以上でございます。 

 　では、続いてその他にうつります。その他（１）「鴨島東中学校のあり方の検討に係る今後の取組」

 について事務局より説明をお願いいたします。 

  

重清教育総務課長 　「鴨島東中学校のあり方の検討に係る今後の取組について」申し上げます。 

 　まず、鴨島東部地区・小中学校の本年５月１日現在の児童生徒数に基づく、今後の通常学級数等

 の推移について、ご説明いたします。 

 　資料の３ページＡ３サイズの表をご覧ください。資料上段の表、牛島小学校及び森山小学校の推

 計です。 

 　本年４月１日現在の住民基本台帳に記載されている地区別の人口を基に、推計可能な令和１２年

 度までの推移を表しています。昨年度の推計と比べて大きな変化はなく、令和１２年度までの間に

 おいてすべての学年で１学級が継続する予定です。表の一番右の列、令和１２年度の推計では、森

 山小学校１年生の人数が６人と、少ない状況となっておりますが、これは上浦地区の児童をすべて

 牛島小学校へカウントしていることの影響もございます。実際は、例年上浦地区の児童も一部が森

 山小学校へ入学していることから、両校の間で少し人数の増減があると考えております。いずれに

 しましても、今後の状況を注視していかなければならないものの、当面の間は学校運営において支

 障はないと考えております。 

 　次に、資料下段の表、鴨島東中学校の推計です。 

 　本年度、鴨島東中学校は、１年生２クラス、２年生１クラス、３年生２クラスの５学級となって

 おり、昨年度に引き続き１つの学年（２年生）で単学級となっている状況です。また、同校への過

 去５年間の進学率を考慮した今後の推計では、令和７年度から２つの学年で、令和９年度からすべ

 ての学年で単学級となる見込みであり、こちらにつきましても昨年度の推計とほぼ変わりはござい

 ません。 

 　資料２ページに戻っていただきまして、「２　現状及び今後の取組」についてです。 

 　こうした状況に鑑み、鴨島東中学校のあり方の検討に係る昨年度（令和５年度）の取組といたし

 まして、牛島・森山小学校及び鴨島東中学校ＰＴＡ並びに同地区の未就学児の保護者に対する地域

 説明会を開催するとともに、同地区の０歳から中学３年生までの子どもを持つ保護者等に対してア

 ンケートを実施いたしました。 
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 　本年度（令和６年度）の取組といたしましては、牛島・森山小学校及び鴨島東中学校の小学５年

 生から中学３年生までの児童生徒を対象に、アンケートを実施することとしており、現在各校の協

 力を得て実施しているところです。 

 　アンケート結果につきましては、本委員会へ報告するとともに、市ホームページでの公表を予定

 しております。 

 　また、当該児童生徒向けアンケート並びに昨年度の地域説明会及び保護者アンケートにおいて出

 されたご意見や課題等を整理し、同地区の児童生徒にとってどのような教育環境が望ましいかを議

 論するため、「鴨島東部地区小中学校のあり方検討委員会（仮称）」を設置することとしております。 

 　検討委員会では、保護者や児童生徒からの意見、要望、課題等について、調査・審議するととも

 に、今後の鴨島東部地区の小中学校のあり方を模索し、市教育委員会へ提言していただきます。 

 　検討委員会の体制といたしましては、保護者の方から「専門的な方が考えるメリット・デメリッ

 トを示してほしい」との要望もあったことから、学識経験者をメンバーに含め、ＰＴＡ代表者や学

 校長などとともに構成する予定としております。 

 　設置時期は、本年６月若しくは７月を予定しており、児童生徒向けアンケート結果の整理が終わ

 りましたら、速やかに設置したいと考えております。以上でございます。 

  

木屋村教育長 　ただいまの件について、ご質問等ございませんか。 

  

委 員 　「鴨島東中学校のあり方」とのことなのですが、小学校のあり方はないのでしょうか。 

  

重清教育総務課長 　今回の定例教育委員会に「鴨島東中学校のあり方検討に係る今後の取組について」ということで、

 その他として議題を出させていただいておりますが、先ほどご説明しましたとおり、小学校につき

 ましても今後の推計を出しております。「あり方検討委員会」の中では、鴨島東部地区の小中学校の

 あり方を模索する、としておりますので、事務局としては、小学校は当面の間、支障はないと考え

 ておりますが、そのような情報も提供した上で、小中学校のあり方を検討していただく予定として

 おります。 

  

委 員 　中学校のあり方というのと小学校のあり方というのがわかりにくいなと思い、ご質問しました。

 そのような説明をされた上で、検討委員会で議論することになると理解しました。 

 　それと、意見、要望、課題ということなのですが、意見というのは検討委員会の意見ということ

 か、それともアンケートでの意見ということでしょうか。 

  

重清教育総務課長 　昨年度実施しました地域説明会と保護者アンケート、それから今年度実施しております児童生徒

 向けアンケートの中で出された意見ということです。 

  

委 員 　意見と要望の中から課題を見つけていくことになると思うのですか、その課題というのは統合あ

 りきではく、フラットな状態での課題ということでしょうか。 

  

重清教育総務課長 　例えば、子どもたちにとってどのような形が一番、あり方として理想的なのかという答えはまだ

 出ていない状況なのですが、統合という方向性に向かって進める上では、クリアしないといけない

 課題というのがおそらく出てくると思います。そういった意味での課題ということでございます。 

  

委 員 　課題というのが誘導になってしまうような気がしたので、お尋ねしました。 

  

木屋村教育長 　再編に向けての課題というのではなく、子どもたちにとってより良い環境とは何か、という意味

 でございます。 
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委 員 　わかりました。 

  

委 員 　ピアノの生徒さんに森山小学校の児童がいて、今６年生なのですが、中学校が継続するかどうか

 分からないので、進路に困っていました。このままですと鴨島東中学校に行くのですが、もう無く

 なるかもしれないから、城ノ内中学や違う学校に行こうかな、と子どもたちも進路についてもやっ

 とした気持ちなので、早く方向性が決まったらいいな、と思いますけど、難しい問題だと思います。 

  

上田副教育長 　たちまち来年とかいう話ではないので、再編するとなれば最短で令和９年度ですが、検討委員会

 の中で、再編の方向で進めるのか、現状のままなのか、答申いただけると思います。 

  

委 員 　すぐではないということでしょうか。 

  

上田副教育長 　現在の６年生が、来年中１に上がるタイミングで鴨島東中学校が無くなり、鴨島第一中学校に行

 くというような話ではありません。 

  

委 員 　そのことは子どもたちは知っているのですか。 

  

重清教育総務課長 　昨年度実施した地域説明会の中でも、事務局としてご説明してあるのが、まだ再編するかどうか

 は決まっておりません、皆様のご意見を伺う会です、ということで、実施しております。万一、再

 編という方向に進める場合であっても、その段階で準備委員会を設置して、統合に向けた準備を進

 めていかないといけないので、ある程度の期間が必要であるということで、先ほども最短でも令和

 ９年度という話が出たのですが、直ちに再編ということはまず無理だと思います。 

 　 

上田副教育長 　この話を知っている、知らないか、という話になると説明会に来られていた保護者の方は、当然

 知っていると思いますが、その結果を市ホームページでも公表していますが、その記事を見ていた

 だいてないと知らないと思います。 

  

委 員 　子どもたちにまで伝わっていないかもしれませんね。子どもたちが学校がなくなるかもしれない

 からどこに進学したらいいかわからないと言っていました。子どもたちが困っているのかなと思い

 ました。 

  

重清教育総務課長 　子どもさんにどのように伝わっているのかということは、現時点では把握ができていない状況で

 す。 

 　 

委 員 　はい、わかりました。 

  

木屋村教育長 　何らかの形で、そういった不安の払拭のため、経緯を保護者や児童生徒にも伝えられるよう考え

 ていこうと思います。ありがとうございました。 

 　他にございませんか。 

  

委 員 　再編の話になると、子どもたちも敏感になると思うので、そのような話を出すときは、慎重に、

 子どもたちにも早めに理解してもらう方がいいと思います。再編の話が出たら、すぐ再編されるの

 か、とすごく不安になると思うんです。統合が決まっているのではなく、これから議論していって、

 まだまだ先の話なんだよ、ということを伝えていってほしいと思います。 
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重清教育総務課長 　なるべく保護者の方に対してもそうなのですが、現在実施しているアンケートの結果やその先に

 予定しておりますあり方検討委員会の協議の件につきましても、逐次情報提供は速やかに行ってい

 こうと考えておりますので、事務局で留めることなく、情報は開示していきたいと思っております。 

 　 

委 員 　統合が決まった場合、周知期間を設けるのか、それとも突然統合となるのか、どうなるのでしょ

 うか。 

  

重清教育総務課長 　仮に統合となった場合、準備委員会を立ち上げまして、その中で内容について話し合われること

 になります。おそらくその会の中で、目標年度を立てて、協議が始まっていくと思われます。 

  

委 員 　決定ということと準備期間があるということで、子どもさんにも準備期間、受入期間があるとい

 うことですね。 

  

重清教育総務課長 　ハード面で申し上げますと、統合するとなった場合には、全校生徒数の規模で現在の施設で収容

 が可能なのか、増築が必要なのかどうか、増築が必要という判断になれば、それも計画していかな

 いといけませんし、その状況によって目標年度が変わってくるのかな、と思います。 

  

木屋村教育長 　随時、委員の皆様にも、この定例会で色々と情報提供をさせていただきながら、丁寧に進めて参

 りたいと思います。また、協議の場でご意見をおっしゃっていただければと思います。 

 　他にございませんか。 

 　では続きまして、来月６月の定例教育委員会の開催日時について事務局よりお願いいたします。 

  

重清教育総務課長 　次回の定例会ですが、事務局の案といたしまして、６月２７日（木）午前１０時からの開催とさ

 せていただきたいと思いますが、委員の皆様、ご都合いかがでしょうか。 

  

委 員 　２７日は午前、午後とも都合が悪いです。 

  

重清教育総務課長 　それでは、その前日の２６日（水）の午前１０時はいかがでしょうか。 

 　 

木屋村教育長 　それでは確認いたします。６月の定例教育委員会は、２６日（水）の午前１０時からということ

 で開催したいと思います。予定よろしくお願いいたします。 

 　それでは、以上をもちまして、本日の定例会を閉じることといたします。お世話になりました。 
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